
令和7年5月19日
令和７年度第２回 区政運営会議 記録要旨

1 日 時 令和７年５月19日（月） 10：20 〜 10：40 2 場 所 第五委員会室

3 件 名 品川区立八潮南特別養護老人ホーム等の増改築工事に伴う検討について

4 出 席 者
区長、堀越副区長、新井副区長、教育長
各部長・担当部長
企画経営部各課長・総務課長・戦略広報課長

5 会 議 結 果

6 会 議 内 容

【指示事項】
 ・八潮在宅サービスセンター跡地（フロア）の活用については、別途区政運営会議に諮ること。

■ 案のとおり決定する。 【備考】

□ 一部修正の上、決定する。 

□ 継続して検討する。

□ 案を否決する。
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6 参 考 情 報 7 添 付 資 料

令和7年5月19日

説明資料（A3×1枚）
八潮在宅サービスセンター跡地（フロア）の活用（案）としては、長寿ふ
れあい食堂の開設、障害者生活介護支援施設「サンかもめ」の拡大、八潮
地域センター敬老室別館の開設などの検討を行う。

①
現 状
課 題

  在宅サービスセンターの浴室が整備不良の状況にあ
    り、浴室１カ所による運営を行っているが、建物全
    体に影響があるとの理由から改修工事を行うことが
    でない状況にある。
  八潮地区の高齢化率は37.1％と高い状況にあり、通所
  介護とともに介護予防のニーズが高まっている。
  フロア面積が手狭で通所介護・介護予防の人数が限
    られる。

③
そ の 他
（ｽｹｼﾞｭｰﾙ
等）

令和７年４月〜令和８年３月 既存棟設計
令和７年４月〜令和９年３月 増築棟工事
令和９年５月        増築棟開設
令和９年６月〜令和10年1月  既存棟改修工事
令和10年３月          既存棟（（仮称）八潮フ
              レイルセンター）開設

目  的

対応方策

八潮在宅サービスセンターを既存東棟２階に移転し、「（仮称）八潮フレイル予防センター」として機能拡充を図る方向で検討してよろしいか。

区HPや広報しながわにより周知（令和9年度）

項目

② 付議事案

条例規則

方法（時期）

品川区立在宅サービスセンター条例改正（令和9年度）

厚生委員会（令和７年６月末）

令和9年度予算プレス発表（令和9年1月）

在宅サービスセンターを機能強化するとともに、八潮南特
養既存東棟２階へ移転することにより、施設全体を八潮地
区における福祉の総合拠点施設として位置づけし、高齢化
への総合的対応を図る。

在宅サービスセンターの機能充実とともに、介護予防・フ
レイル予防推進委員を配置し、「通いの場」の提供により
地域における介護予防・フレイル予防の拠点施設となる
「(仮称)八潮フレイルセンター」を設置する。
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審議事項 ・ 報告事項

品川区立八潮南特別養護老人ホーム等の増改築工事に伴う検討について

2 担 当 部 課 福祉部福祉計画課 3 関 連 部 課 障害者支援課・高齢者福祉課・高齢者地域支援課



品川区立八潮南特別養護老人ホーム等整備検討（案） 在宅サービスセンターの機能拡充

八潮在宅サービスセンターの概要
所在地　　　　　　　　品川区八潮５丁目１０番２７号
運営事業者　　　　　社会福祉法人品川総合福祉センター
事業開始年月日　　平成３年４月１日
定　　　員　　　　　　 ３０名（土曜日のみ２０名）
事業内容　　　　　　 送迎サービス、食事サービス、入浴サービス

  個別機能訓練　等

八潮在宅サービスセンター跡地（フロア）の活用（案） ※Ｒ１０開設に向けて検討

八潮南特別養護老人ホーム等の設計経費
 Ｒ７当初予算では内部改修設計委託　13,310,000円を計上しており、早期に受託者への用途提示が必要

スケジュール

品川区立八潮南特別養護老人ホーム等の増改築工事に伴う検討について
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【経過】令和７年１月より増改築工事を進めており、令和９年度に実施予定の既存棟改修工事に向けて令和7年度中に設計を行う必要があるが、既存東棟2階の用途が決まっていない。

【審議事項】 八潮在宅サービスセンターを既存東棟２階に移転し、「（仮称）八潮フレイル予防センター」として機能拡充を図る方向で検討してよろしいか。

区 政 運 営 会 議 資 料

令 和 7 年 5 月 1 9 日

福 祉 部 福 祉 計 画 課

移転の必要性
 浴室１カ所による運用を行っているが、同浴室内に機械浴室も設置されているため、スペースが狭く利

用者から不満の声が上がっている状況にある。
 八潮地区の高齢化率は37.1％と高い状況にあり、通所介護とともに介護予防のニーズが高まっている。
 フロア面積（480㎡）が手狭で通所介護・介護予防の人数が限られてしまう。
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八潮在宅サービスセンターの機能充実とともに、介護予防・フレイル予防推進員を配置し、「通いの場」の提供により地域における介
護予防・フレイル予防の拠点施設となる「(仮称)八潮フレイル予防センター」を設置する。

(３) 介護予防・フレイル予防推進員を配置 都補助10/10
 「通いの場」におけるフレイル予防プログラム等を展開する専門職と

して介護予防・フレイル予防推進員を配置（区より派遣）する

(２)  地域主体の介護予防・フレイル予防の「通いの場」の提供
 地域が実施主体となる介護予防・フレイル予防を目的とした「運

動教室」や「認知症予防教室」等の「通いの場」を提供する
＊通いの場（施設内のプレイルームや未使用時の併設体育館等）
＊地域（自治会・民生委員・支え愛ＨＳ地域支援員等）

(１) デイサービス等の充実
 同施設内の在宅支援センターや特養（ショートステイ等）との連携
 利用者に合わせた入浴サービス（個浴・座浴・機械浴）の充実
 特養厨房の共有による食事の提供（同一事業者による利点）

(案１)  障害者生活介護支援施設「サンかもめ」の拡大
 上階の障害者生活介護支援施設「サンかもめ」の定員増・時間延長対応に伴う２フロア使用

(案２)  八潮地域センター敬老室別館の開設
 地域より要望のある八潮地域センター敬老室の”別館”として高齢者を中心とした貸し出し施設とする

(案３)  長寿ふれあい食堂の開設
 地域の高齢者が気軽に立ち寄り、飲食をしながら様々な交流をすることができる「長寿ふれあい食堂」を開設

八潮在宅サービスセンターを機能強化するとともに、八潮南特養既存東棟
２Ｆへ移転することにより、施設全体を八潮地区における”福祉の総合拠
点施設”として位置づけし、高齢化への総合的対応を図る
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【現状の浴室】 【移転後の浴室イメージ】

【個浴・座浴】 【機械浴】

在宅サービスセンター移転検討の経緯
令和4年度に、八潮在宅サービスセンターを八潮南特養既存棟に移転する方向性について検討するが、在宅サー
ビスセンターを移転させることによる効果が見えないとの理由から移転ではなく、現状のサービスセンターの老朽部分
を精査し、適切に対応する方向性が示された。

⇒ 老朽部分について精査した結果、浴室２か所のうち個浴1カ所が整備不良により、使用できない状況に
あったため、令和５年度に改修設計を行ったが、建物全体に影響があるとの理由から改修工事を実施す
ることができなかった。


